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　開会の挨拶に立った菊池会長
は、参加者への謝辞と共に「開催
中のパリオリンピックでは欧米の
競技フェンシングで日本勢がメダ
ルを多数獲得する等、時代による
変化を感じている。万葉集も以前
は大学教授が訳していたが、本日
のゲスト佐々木良氏は、万葉集を
令和言葉・奈良弁で訳しベストセ
ラー作家になった。友人の落語
家・桂源太氏と共に、今、活躍中
の若い方の話を聞いて鋭気を養っ
て頂きたい」と述べた。
　続いて、佐々木氏と桂氏が登
場。
桂「万葉集を奈良弁で訳した本は

何部売れました？」
佐々木「26万部売れてアマゾンで

１位を年間３回取りました」
桂「大阪出身なのになんで奈良

弁？」

佐々木「万葉集を現代語訳しよう
と思ったら、歌い手は10代から
20代なのに、70歳位の方が、お
じさん言葉で、標準語で書いて
いる本ばかり。奈良で生まれた
のだから現代語の奈良弁で書こ
うと思った」

桂「売れると思ってました？」
佐々木「売れると思ってなかった

ので500部刷って結婚式の引き
出物で配ったら、友人が『おも
ろい』と SNS で発信。話題に
なりテレビ出演までするように
なった」

桂「奈良弁はどうやって学んだん
ですか？」

佐々木「20代が使っている生きた
奈良弁を知るために、奈良に来
て、スタバで女の子の話に聞き
耳を立てたり、パーティーに参
加したり、ギャル好みの洋服屋

で買物したり、ギャル雑誌を読
んで若者文化を学んだ」

桂「10万円で会社を作ったと聞き
ましたが？」

佐々木「もともと美術館の学芸員
で、旅行雑誌等の原稿を書いて
生計を立てていたが、コロナ禍
で旅行は行けないし美術館は閉
まるはで、美術館辞めて独立し
たのに仕事がない。コロナ給付
金10万円を使うのではなく育て
ようと家賃４千円の部屋を借り
て出版社を作った」

桂「もともと本は好きだったんで
すか？」

佐々木「27歳位まで本は読まな
かったし、油絵を描いていて勉
強もしなかった。売れると思っ
ていなかったので、今も出版社
を介さずデザインから納品まで
自分でやっている」

納 涼 晩 餐 会 を 開 催
火曜午餐会８月例会

　恒例の納涼晩餐会を、６日18時から奈良ホテルで開催。連日の猛暑が続く中、ご家族・ご友人
を含めて40名が参集。作家の佐々木良氏と落語家の桂源太氏のトークショーでは、独自の感性で
ビジネスチャンスを広げていく若者の話に耳を傾けた。
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奈良支店

法律問題を適切に解決するために、お気軽にお電話下さい

弁護士　川﨑 祥記　　弁護士　前川 典彦
弁護士　片山 賢志　　弁護士　大寺 健太

◆相続・遺言　◆企業経営法務　◆交通事故　◆離婚　
◆不動産　◆医療法務　◆債権回収　◆訴訟・法律相談全般

TEL （0742）22-9000
奈良市花芝町 9 番地の 2　川﨑ビル

川﨑法律事務所
奈良 川﨑法律事務所　検索

本　社
〒630-8141 奈良市南京終町 2 丁目 269 番地 

毎週月曜定休日 ( 祝祭日を除く )
☎:0742-61-3301

お客様相談室 :0120-288-770(ﾌﾘｰｺｰﾙ)

桂「タイトルのネーミングは？」
佐々木「奈良出身・堂本剛氏のキ

ンキキッズの曲名から取ってい
る」

桂「なるほど！今後の展望は？」
佐々木「万葉集は4500首あるの

で、毎年１冊出して90歳で完結
する予定。言葉は毎年変化して
いく。例えば、ツイッターが
エックスに、１万円札の諭吉が

栄一に、やばいが『危険』から
『最高』に変わってきている。」

桂「この本で、時代と共に変わっ
ていく言葉が後世に残るんです
ね。ぜひ90歳まで頑張ってくだ
さい。楽しみにしています」

　トークショーの後はディナータ
イム。豊澤副会長の乾杯のご発声
と共に料理が運ばれ、参加者は食

事とお酒を堪能。宴たけなわでは
あったが、19時55分、本多副会長
の挨拶と一本締めで和やかに閉会
した。

【作家　佐々木　良氏】
1984年生まれ。京都精華大学芸術
学部卒。大学時代は油絵を専攻。
京都現代美術館の学芸員を経て、
現在は瀬戸内の文化芸術の研究を
中心に活動。自身で立ち上げた出
版社・万葉社から令和４年に出版
した「愛するよりも愛されたい」
がベストセラーに。恋歌を現代奈
良弁に超訳し、1300年前の情感を
引き立てている同書は SNS 風の
表現と流行語を駆使し、令和時代
にフィットする１冊に。

【落語家　桂　源太氏】
1996年生まれ。大阪府八尾市出
身。関西学院大学商学部卒。2018
年桂雀太に入門。2022年より NHK 
「とっておき！朝から笑タイム」
（毎週土曜５：10 ～）にレギュ
ラー出演中。令和４年度 NHK 新
人落語大賞決勝進出。
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第２回スマホ教室を開催

＜NPO法人電子自治体アドバイザー・クラブ＞
　IT を活用した社会インフラや IT サービスを通じて、奈良県の行政や地域の様々な課題解決を支援してい
ます。
①�行政サービスの向上を図るために自治体会員を定期的に訪問し行政のデジタル化に関する課題に対して助

言・提案。
② �GIGA スクール構想と連携したコンピューター教育を実施。子供たちがコンピューターやスマホを利用す

るにあたり、トラブルに巻き込まれないように正しく使用する方法を教育。
③なら食と農の魅力創造国際大学校でパソコン研修。
④奈良県の市町村の職員 IT 力強化のためのパソコン研修。
⑤シニアを対象としたパソコン教室・スマホ教室を実施。

　今やスマホは生活の質を向上させるための大切なツールとなりました。コミュニケーション、安全性、情
報収集、日常生活の効率化といった様々な面で重要な役割を果たしています。しかしながらスマホの操作に
不慣れな方も多くいらっしゃいます。
　そこで奈良県経済倶楽部では広く参加を募り、NPO 法人電子自治体アドバイザー・クラブの協力を得て、
昨年度に続き今回も４回に渡りスマホ教室（基礎編）を実施いたしました。
　参加者は50代～ 80代の方々を中心に16名（iPhone ３名・Android13名）。

　６月19日　１回目　快適に使うための基本設定
　７月３日　２回目　基本的なアプリの使い方
　７月17日　３回目　LINE の基本操作
　７月31日　４回目　LINE の応用
 
＜参加者の声＞
　受講して良かった。楽しく受講できた。色々な事が知れて
ありがたかった。
　奈良県経済倶楽部の皆さんは感じが良く、対応も丁寧で良
かった。
　何回も実施してほしい。

　このような事業を通じて地域の皆様がスマホをより効率的に自信を持って活用し、デジタル社会に参加す
る手助けをさせていただく事ができれば嬉しい限りです。そして奈良県経済俱楽部が外に向けて皆様の役に
立つ事業を開催している団体であると周知していただければ幸いです。
　来年の冬にも第３回スマホ教室（応用編）を実施する予定です。（e－AAC・Y）
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令和₆年９月の予定 ※予定は変更になる場合があります

【概況】
　2024年７月度の奈良県企業倒産件
数（負債額1,000万円以上）は11件、
負債総額は12億3600万円だった。３ 
カ月連続で前年同月比増となり、今
年で４度目の二桁の件数となった。
負債総額は2023年12月度以来７カ月
振りに10億円を超えた。
【当月の特徴】
＊�産業別…「サービス業他」が５

件、「製造業」が４件と続く。
＊�業種別…「飲食業」が３件。その

他はそれぞれ１件であった。
＊�原因別…「販売不振」が９件で最

多。「既往のシワ寄せ」が２件と
続く。

＊�形態別…「破産」が11件で全てと
なる。

＊�資本金別…「個人企業他」「１千万
円以上」がそれぞれ５件、「１百 
万円未満」が１件。

＊�負債別…「１千万円以上」が５
件。「１億円以上」が３件と続く。 
「５億円以上」が１件発生。

＊�従業員別…「５人未満」が９件で
殆どを占める。「５〜９名」、「10
～ 19名」がそれぞれ１件。

＊�その他…「新型コロナウイルス」
関連倒産は５件。（判明分）。

【今後の見通し】
　内閣府は７月に発表した「月例経
済報告」において「景気は、このと
ころ足踏みもみられるが、緩やかに
回復している」「欧米における高い
金利水準の継続や中国における不動
産市場の停滞の継続に伴う影響な
ど、海外景気の下振れが我が国の景
気を下押しするリスクとなってい
る」として概ね基調判断を据え置い
た。「日本銀行には、経済・物価・
金融情勢に応じて適切な金融政策運
営を行うことにより、賃金と物価の
好循環を確認しつつ、２％の物価安
定目標を持続的・安定的に実現する
ことを期待する」、また、政府・日
銀は「引き続き緊密に連携」し、
「デフレからの完全脱却、成長型の
新たな経済ステージへの移行を実現
していく」とし、政策態度も据え置
くかたちとした。
　近畿地区全体を見ると、７月の企
業倒産件数は20カ月連続で前年同月
比増加。リーマン・ショックの影響
が残る2013年５月の264件以来実に
11年２カ月ぶりに260件を上回った。 
奈良県においても件数は３カ月連続
で前年同月比増加、今年４度目の二
桁の倒産件数となるなど、増加基調
は続く。こうしたなか、企業の経営

環境は劇的に変化している。７月１
日時点で161円／ドルであったドル
円レートは、７月31日時点で150円
と、１カ月で11円も円高が進んだ。
過度な円安により仕入コストが高騰
し、収益面が低迷していた中小零細
企業の反転攻勢に期待したい一方、
業況が抜本的に改善したわけではな
く、業績の冴えない中小零細企業が
持ちこたえられるかは、疑問が残
る。また、急激な円高は、好調なイ
ンバウンドにも水を差しかねない。
８月に入って円高シフトは一段と進
んだが、７月31日に日銀が政策金利
を0.25％程度引き上げることを決定
したことが大きく影響した。これを
受け、３月の金融政策の方針転換後
も様子見を続けていた各メガバンク
が、およそ17年ぶりの短期プライム
レート引上げに踏み切った。今後は
本格的に資金調達コストが上昇し、
設備投資の足かせとなるほか、収益
低下に伴い人材確保にも影響が出る
可能性も指摘される。引き続き公租
公課の滞納整理や人手不足などの問
題が横たわるなか、こうした経営環
境の変化に対応できない小・零細規
模の企業を中心に、倒産は増加基調
が続くとみる。
�（㈱東京商工リサーチ奈良支店調べ）

【火曜午餐会】第１、第３火曜日を定例に開催します。９月は暑中の為、第３火曜日のみ開催します。
【公開講演会】９月17日（火）13：00 ～ 14：30　ホテル日航奈良　飛天の間　
　　講　師：作家　江上　剛氏
　　テーマ：「不透明な時代を生きる経営者に必要な覚悟」（要申込）
【囲 碁 会】14日（土）、21日（土）、22日（日）、28日（土）の４回、13：00 ～開催します。
【中国語会話教室】�祝日の16日、23日を除く２日（月）、９日（月）、30日（月）の３回、10：00 ～開催し

ます。
【ハングル勉強会】�祝日の16日、23日を除く２日（月）、９日（月）、30日（月）の３回、13：30 ～開催し

ます。
【無料法律相談室＝会員限定】
　ご希望の方は、顧問弁護士と日程調整致しますので、事務局までご連絡下さい。


